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　エナメル上皮腫は歯原性上皮に起因する最も一
般的な腫瘍で，口腔外科領域では極めて重要であ
る．病理組織学的にその組織像はバリエーション
に富み，同一症例の組織内においても種々の細胞
分化がみられ，極めて多彩である．したがって，
その腫瘍細胞の分化に関する知見の集約は治療の
上からも重要な研究課題であると思われる．
HSPsは平衡状態の細胞内に広く分布するタンパ
クであり，細胞の分化，増殖，生存，機能維持な
ど様々な細胞の営みに必須であることが判明して
きている．しかし，エナメル上皮腫における
HSPsに関する研究はほとんどされていない．そ
こで今回，これらについて免疫組織化学（IHC）
的に検討した．
　愛知学院大学歯学部口腔病理学講座より提供さ

れたエナメル上皮腫，計40症例におけるHSP27
と pHSP27の検討を行い，エナメル上皮腫の細胞
の組織型，部位による発現差などについて明らか
にするとともに，サイトケラチン（CK）も同時
に行い，腫瘍胞巣を構成する細胞の細胞分化の様
相とともに詳細に検討した．
　HSP27は，濾胞型では胞巣中央部が強い陽性
反応を示し，とくに扁平上皮化生を起こしている
部位や，実質嚢胞辺縁の細胞に強く表れていた．
しかし，腫瘍実質を形成する細胞のうち，胞巣を
形成している最外層の立方形や高円柱形の細胞に
はほとんど陰性であった．一方，叢状型では発現
状態に強弱が認められる部位もあったが，ほぼ全
ての細胞が陽性を示していた．pHSP27 は，
HSP27とほぼ同様の傾向であった．すなわち，
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濾胞型では胞巣中央部が強い陽性反応を示してい
た．とくに扁平上皮化生を起こしている部位に強
く，変性・融解により実質嚢胞を形成している部
位では，実質嚢胞辺縁の細胞が陽性のことが多
かった．また，胞巣の最外層の立方形や高円柱形
の細胞はほとんど陰性反応であった．叢状型では
細長く伸びる胞巣全体の細胞が強く染色されてい
た．HSP27と pHSP27との比較では，ほぼ同部
位が染色されていたが，一般に pHSP27の方がよ
り強い陽性反応を示した．なお，腫瘍間質は血管
内皮細胞や間質線維芽細胞に極めてわずかに陽性
を示す細胞があるものの，組織型による差異はな
かった．
　CKについて，CK 8 は主に叢状型腫瘍胞巣を
形成する立方形の細胞に発現しており，濾胞型に
はほとんど発現していなかった．CK13は濾胞型
の中央部の有棘細胞様の形態をした細胞に限局的
に発現していた．しかし，叢状型ではほとんど発
現していなかった．CK14と CK19はどちらも濾
胞型，叢状型いずれの腫瘍胞巣にも広範に発現し
ていた．CK14は，扁平な形態をした細胞が何層
にもなっている部位で強く染色されていた．
CK19は腫瘍細胞全体が強く染色されていたが，
実質内部の扁平上皮化生を起こしている部位や星

形細胞は特に強い染色像が観察された．
　pHSP27と CK 8 による蛍光免疫二重染色では，
濾胞型では胞巣中央部の扁平上皮化生した細胞が
pHSP27に強く陽性反応を示したが，CK 8 には
ほとんど反応を示さなかった．しかし，叢状型で
は立方形の腫瘍実質細胞が pHSP27と CK 8 どち
らも同様の陽性反応を示し，マージにより一致し
た．一方，pHSP27と CK13では，濾胞型ではど
ちらも胞巣中央部の細胞が強く陽性反応を示し，
完全にマージしたが，叢状型では pHSP27は立方
形細胞が陽性反応を示したのに対し，CK13では
ほとんど発現していなかった．
　以上，HSP27，pHSP27がこれらの細胞の扁平
上皮化生への分化に関与しているのではないかと
考えられた．IHCで得られた結果，すなわち，
濾胞型胞巣の内部では，CK13が強く陽性を呈し，
扁平上皮様性格を帯びていること，そしてその部
に一致して HSP27が強い陽性を示したことは，
この細胞分化に強く関与していることを示唆して
いる．また，濾胞型では陽性反応率の高くない立
方形細胞が叢状型の実質を形成するそれでは高く
なっていることから，HSP27，pHSP27が組織型
の決定にも関与しているのではないかと考える．




